
与路小・中学校 学校便り 令和元年１１月号

１２月

３日（火） 人権週間（～９日）
４日（水） 中学校期末テスト（１日目）

１年 理・英・社
２年 英・数・理

５日（木） 中学校期末テスト（２日目）
１年 国・数
２年 国・社

６日（金） 中学校集合学習会 伊子茂中
９日（月） 家庭生活振返り週間（～１５日）

１０日（火） 世界人権デー 保健タイム
１４日（土） 持久走大会 学級ＰＴＡ
２３日（月） 世界が広がる読書の日
２４日（火） 終業式 大掃除
２５日（水） 冬季休業日 ～１／７
２７日（金） 仕事納め

１月

４日（土） 町成人式
８日（水） 始業式，身体測定

１１日（土） 書き初め大会，ドリームスピーチ
１２日（日） 町駅伝大会
１３日（月） 成人の日
１４日（火） 家庭生活振返り週間（～２０日）
１５日（水） 鹿児島学習定着度調査（～１７日）
２０日（月） 給食週間（～２４日）

スクールカウンセラー来校
携帯教室

２３日（木） 世界が広がる読書の日
２６日（日） 町ＰＴＡ研究大会
２７日（月） 給食集会
２８日（火） 保健タイム
３０日（木） 小学校集合学習会 伊子茂小

１２・１月の主な行事予定
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小学校合奏 島口劇「よろたろう」

中学校弁論・英語暗唱 小学校学習発表

島口劇「よろたろう」 きゅら島交流館の前で

９日（土），きゅら島交流館で第１４回の町子ども島口・伝統
芸能大会が開催され，本校は島口劇「よろたろう」を発表しまし
た。
講評では，本校留学生の流ちょうな島口と八月踊りはすばらし

いと好評価を頂きました。普段とは違う舞台，大勢の観客の前で
緊張気味ではありましたが，堂々と発表することができました。

学習発表会

こども島口・伝統芸能大会

与 路 小 ・ 中 の 様 子 は 加 計 呂 麻 島 学 校 Ｈ Ｐ で … ( http://kakeroma-
school.sakura.ne.jp//yoro/index.html)与路グリーンハウスブログもリンクしてます。

１０月１９日（土），家庭教育学級の取組みで与路港の
清掃活動を行いました。
本年度は地区の方々にも呼びかけて２０名を超える人

数で与路島の玄関口である港をきれいにしました。流れ
着いたゴミを取り, 伸びた草を刈り取りました。
おかげ様で１時間半の作業で見違えるようにきれいに

なりました。

与路校清掃作業

１２日（火）町中学校弁論・英語
暗唱大会がきゅら島交流館で行われ
ました。
弁論では「島口は絶滅危惧種」の

論題で島口を守っていってほしいと
いう思いを述べました。英語暗唱の
ショートスピーチでは与路島の自然
の素晴らしさを紹介できました。と
もに練習の成果を十分に発揮するこ
とができました。

町中学校弁論・英語暗唱大会

与路島にも季節風の冷たい風が吹き始め，初冬を迎え，
多くの行事があった２学期も残すところ３週間程となりまし
た。子どもたちは，持久走大会に向けて長距離走の練習に励
んでいます。道路での練習の際は励ましの声と安全面でのご
配慮を頂けたらと考えます。ご協力お願いいたします。
さて，子どもたちは，児童生徒会を自主的に運営し，スロ

ーガン「みんなが仲よく笑顔になれる学校」を目指して後期
の役員と各委員会の委員長を決め活動を始めています。「み
んなが笑顔になれる」ために一人一人が学校を引っ張ってい
く気持ちを持ち，自分の考えを述べ人の意見を受け入れ，み
んなが納得のいく話し合いを行うことができました。
このように，他者の立場で物事を考えるこ
とや目標達成のために他者と協働する。或い
は意見の対立や理解の相違を解決する過程を
大切にすることが，先行き不透明な未来社会
で自らの道を切り開いていく力を付けていくこ
とになります。
また，今後の社会環境の変化に柔軟に生き抜くことができ

る力として，社会の動きに常に好奇心を向けることや多様な
価値観を認めること，感性の豊かさやデザイン力，チャレン
ジする。すなわち学習，生活面で自分自身で解決する力が求
められるのです。そこで，このようなニーズに答えていくた
めに，与路島の方々と家庭や学校で更なる連携を深めて，子
どもの成長を守っていけたらと考えます。

人権尊重の理念（自分の大切さとともに他の人の大切さを

認めること）を実践できる児童生徒の育成のため，多様な人

々と協働しながら様々な社会的変化を乗り

越え，豊かな人生を切拓き，持続可能な社

会の創り手になれることの人権教育が全て

の教育活動の基本となっています。

１２月４日（水）から１０日（火）まで

が，人権週間となっています。

「思いやりの心」「かけがえのない命」につ

いて，みんなで考えてみましょう。

学習・生活の自立をめざして
学校長 積久 徳重

人権教育


